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安全あるいは不安全なレベルの化学物質に曝露されているかどうかを知る

良い方法は、バイオモニタリングとして知られている科学的手法です。結局

のところ、私たちは何等かの物質に曝露されていなければ、当該物質によ

って害を被ることはありません。逆にほとんど全ての高レベル化学物質に曝

露すれば、危害を受ける可能性があります。バイオモニタリングによってそ

の領域のどこにいるかが分かります。 

バイオモニタリング研究では尿中の BPA を検出します。その理由は、曝露

後、BPA は生物学的に不活性な代謝物に変換され、尿中に素早く排泄され

るためです。尿中の代謝物を測定することは、BPA 曝露、特に曝露が潜在

的に有害なレベルにある可能性がある場合には、曝露を評価するための最

良の方法と考えられています。 

これらはすべて隠すまでもなく、世界中で BPA に関する数多くのバイオモ

ニタリング研究が行われてきました。数年前、ある研究者グループが利用可

能な研究をまとめ、それらの結果を政府機関が設定した安全摂取レベルと

比較しました。 

彼らが報告したように、「全体で 30 カ国から得られた尿中 BPA 濃度に関す

る 85,000 以上のデータ[ポイント]を含む 140 以上の査読付き論文を入手し

ました。」 彼らが発見したのは、BPA の実曝露レベルは政府機関が設定し

た安全摂取限度の数百分の一百から数千分の一未満であったということで

す。 

さて、そのリストにベルギーの研究者グループが実施した若者に対する新し

いバイオモニタリング研究を追加できます。研究者等が行ったのは、フラン
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ドル地域(ベルギー北部)の 5 つの州すべての 423 人の男女若者(14〜15
歳)の尿サンプルを収集し、フランドル地域の調査対象母集団の代表とした

ことでした。 

同じ研究者が以前に検証した方法でこれらサンプル中の BPA 濃度分析を

行いました。その後、BPA 曝露レベルを、ヨーロッパの政府機関が設定した

BPA の安全摂取限度と比較しました。 

結果は非常に安心できるものです。著者が結論付けたように、「高曝露シナ

リオの場合でさえ…この集団に健康上の懸念はなさそうです。」 典型的な

BPA 曝露レベルは、ヨーロッパで設定した安全摂取限度の 180 分の 1 未

満でした。 

この結論は、BPA の包括的レビュー後に欧州食品安全機関(EFSA)が到達

した結論と同様です。EFSA が述べているように、「現在の曝露レベルで

は、BPA は、(胎児、乳児、青年を含む)あらゆる年齢層の消費者に健康上

のリスクをもたらしません。」 

これらの結果を他の国の安全摂取限度と比較すると、さらに安心です。たと

えば、フランドル地域の青年の典型的 BPA 曝露レベルは、米国やカナダの

安全摂取限度の約 1,000 から 2,000 分の 1 です。米国では、食品医薬品

局(FDA)が、その Web サイトに Q&A を掲載しており、BPA の安全性につ

いて「BPA は安全ですか?」「はい。」と単刀直入に述べています。 

この新しい研究結果に基づいて、私たちはフランドル地方の若者たちは

BPA 曝露によるリスクにさらされていないと確信することができます。また、

世界中で実施した多くのバイオモニタリング研究結果から、研究が行われた

場所に関わらず BPA 曝露は世界のあらゆる場所で健康上の懸念ではあり

ません。 

https://www.fda.gov/food/food-additives-petitions/questions-answers-bisphenol-bpa-use-food-contact-applications
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